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1.はじめに
本論文では、過食、嘔吐を主訴に来室 した20歳
の女子大学生 Aさんとの約 7ヶ月間の面接経過
を報告する。
摂食障害は、現代日本の大学生において決 して
珍 しい病態ではなく、大学の相談室を訪れるケー
スも稀ではない。 しかし、摂食障害の病態生理や
治療について、一定の見解が確立 しているわけで
はない。摂食障害は、病態分類としては、大きく、
拒食症 (Anorexia Nervosa:AN)と、 過食症
(Bulimia Nervosa:BN)に分けられ、BNはさ
らに、排出行動 (自発嘔吐や下剤乱用など)を伴
うタイプ (BN with purging)と、伴わないタ
イプに分 け られる(1)。Aさんは典型的な BN
with purgingであり、 5年以上の病歴を持 って
いるが、相談機関や医療機関を訪れたのはこれが
初めてである。
元来、BNは米国における女子大学生の研究か
ら注目されるようになった概念であり、自己実現
的に生きようとする女性の現代社会におけるコン
フリクトという観点から病態を理解する立場が有
力である。 このような観点からは、BNは一種の
文化結合症候群であるという考え方 も可能であ
る(2)。
一方で、近年、摂食障害に対する治療について
の臨床疫学的エビデンスが蓄積され、治療法の選
択にエビデンス情報を利用することが可能になっ
てきた。現時点での、摂食障害の治療についての
エビデンスを概観すれば、ANとBNは好対照を
示していると言わざるを得ない。ANへの特定の
心理療法的介入の有効性については、否定的なデー
タがほとんどであり、特定の薬物治療の有効性も
実証されていない。注意深い継続的な身体的なケ
アを対照群とした場合、認知行動療法、対人関係
療法などの介入の有効性はほぼ否定されてい
る(3)。
ANとは対照的に、BNにおいては、複数の心
理療法的介入の有効性が無作為割付試験 (RCT)
によって実証されている。一般に認知行動療法に
ついてのエビデンスが豊富であるが、複数の心理
療法の有効性が実証されている。抗うつ薬などの
薬物療法の有効性も実証されており、薬物療法と
心理療法の併用も有用である。多くの心理療法の
RCTは、待機者 リスト登録者が対照群となって
いるため盲検化されておらず、治療者患者関係な
どの非特異的効果が治療群における効果から除外
されていない。各心理療法の特定の理論や技法が
他の療法よりも明らかに優れているという証拠は
現在のところないと考えて良いと思われる(4)。
Aさんに対しての今回の介入は、形式的には従
2来から行われて来た非指示的カウンセリングに近
い。結果的には約 7ヶ月間、12回の比較的短い治
療によって、症状 (過食 ・嘔吐の程度およびうつ
気分)は改善 し、治療は終結 し、その後再来室す
ることなく無事大学を卒業 した。 しか し、Aさ
んとの治療は、本質的には治療者との 「対話」で
あった。本治療を、近年家族療法領域において急
速に注目されている 「ナラティブ・セラピー」の
観点か ら考察することもできる(5,6)。Aさ んと
の対話において、「過食 ・嘔吐」 という症状には
ほとんど焦点が当てられず、Aさ んの語 りの中
心的課題は、自分自身を含む家族についての物語
であった。その中で、Aさんにとってどのような
家族物語が生成されていったか、ということが治
療経過と密接に関連 している。本論文では、Aさ
んの語 り、特にAさんにとっての家族物語がどの
ように経過の中で、生成、変容 していったのか、
という観点から考察 したみたい。
2.事例の概要
Aさんは来談時20歳、大学3年生である。二人
姉妹の次女。両親はB県で自営業を営む。14歳頃
から、過食 ・嘔吐があったが、現在まで医療機関
などで相談 したり治療を受けたりしたことはない。
18歳時にC大学へ入学 し、その後アパー トで一人
暮 らしをしている。このころは過食 ・嘔吐は時々
ある程度で、生活は安定 していた。 しかし、大学
2年生の後半から、過食 0嘔吐の頻度が増加 し、
ほとんど毎 日食べ吐きをするようになった。X
年4月23日、センターに自主来室。30分間のイン
テーク面接を行い、定期面接の同意を得た。以下
に面接経過を、主としてAさんの語 りの内容を中
心に記述する。#は面接の回数を示す。< >は
治療者の発言、「 」はAさんの発言。
3.面接経過
[#1:X年4.月23日]
<今までの経過を教えてください> 「14歳の
時、夏ばてで4 kg体重が減 って、150 cm、35
kgくらいになった。そのころから、たくさん食
べて、その後吐いてしまうようになった。実家は
コンビニを経営しており、冷蔵庫の中に食べ物が
いっぱいにつまっているような状況だったので、
食べ吐きの癖が抜けずに高校時代を過ごした。し
かし、このころは、月に一度か、せいぜい週に一
度くらいだった。大学へ入学してから、過食 ・嘔
吐は減少し、安定していたが、実家へ帰ると過食 ・
嘔吐をしてしまうことが続いていた。ここ数ヶ月、
過食 ・嘔吐がひどくなり、今は一日に一回は最低
ある」。<現在の状況は?>「アルバイトしてい
るときや、学校にいて友人と一緒にいるときは我
慢できるが、家に帰って一人になると、必ず過食
して、嘔吐してしまう。指をつっこまなくとも吐
けるので、つい吐いてしまう」。<今の自分の状
況についてどう感じますか?>「過食はお金もか
かるし、太ってしまうと思うのでいやだが、吐く
ことははかえってすっきりするのでさほどいやで
はない。しかし、最近朝だるくて起きれないこと
があるし、就職のことなどを考えると、やめなけ
ればと思う。しかし、自分ではどうやったらやめ
られるかが分からない。それで思い切って相談に
来た」<これが影響しているかなあ、と思うよう
な心あたりは?>「両親が現在二人暮らしで、家
族間の連絡役を自分がしなければならないとか、
両親のぐちの聞き役をしなければならない。大学
院へ進みたかったのだが、それが難しくなりそう
だとか、バイトをしたいのだが両親が反対するな
ど、色々実家がらみでストレスがある。それが過
食・嘔吐に影響しているかもしれない」<どうやっ
て気晴らしをしていますか?>「趣味は、音楽系
サークルで、気分転換をしていたが、最近は過食 ・
嘔吐に時間をとられるので、あまりできない。体
重の増減は、最近はあまりない」。
過食症の病態説明と、今後の方針を話し合う。
「食べたい!でもやせたい」(7)を貸して、<興味
があれば読んで下さい>と伝えた。
[#2:X年4月28日]
<その後はどうですか?>「この1週間は、3
食ちゃんと食べた日もあったが、たいていは一日
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一回嘔吐があった。ひどい日もあったもひどかつ
た日は、サークルのことで少しごたごたがあって、
面倒 くさくなって毎食後過食 してしまい、夜疲れ
て寝て、翌日は朝からバイ トで持ち直した。サー
クル関係で、何でも悪い方へ考えてすねてしまう
人がいて、ほっておけなくて関わるが、うっとお
しくなり、面倒 くさくなってしまう。自分も昔、
そのような傾向があったが、あまり正面から考え
すぎないようにして乗り切って来た。自分のいや
なところを見るような気がして、つい気になって
しまう。母もそのような傾向があり、すねて、ハ
ンス トをしたりする」<ご家族について少 し話 し
てくれますか?>「家族は、祖父母と両親と、姉
と自分の姉妹だったが、姉は祖父母になついてお
り、父母がけんかすると、母はすねてハンストし、
私を通 じてしか家族と話 しをしなくなることがし
ばしばで、中学校頃から私がメッセンジャー役を
やらされた。両親はその後 も変わっておらず、姉
は結婚 してからは、あまり家には寄りつかない。
両親はコンビニを経営 しているが、『子供を大学
にやるために』と言っており、手伝わなければい
けないという雰囲気がある。休みに帰るたびに、
シフトがくまれており、従業員の都合によって時
間帯が変わり、自分の予定が全 く組めないような
状況で、 とてもス トレス。『lヶ月 しか手伝えな
い』と言っても、『なんでもっと手伝えないのか?』
とか、母にはうらみがましい態度をとられる。父
は口にはださないが、そのぶんス トレスをためて
胃潰瘍になったりする。そうすると家は破綻する
ので、自分が何とかしなければならないと思って
しまう」<それは、たいへんですね>「それでも、
ぎりぎりまでがんばってしまい、冬休みは毎日シ
フトに入って、最終日、インフルエンザで高熱を
出したが、そのまま富山へ帰った。今二番気が重
いのは、連体に実家で手伝いをしなければならな
いこと」<気が重い時はどうやちてしのいでいま
すか?>「比較的楽な時は、本を読むのが好き、
何でも読むが、吉本ばななの 『つぐみ』など。最
近は江国香織など。過食でお金を使うので、本が
買えない。面倒 くさくなると、やはり、食物に手
を出すのが最も簡単なので、そうなってしまう。
一時飲み物で代用 しようと思ったが、カンチュー
ハイなど、良 くないものに手を出すようになった
ので、もっぱらパンを食べている」。
[#3:X年5月7日]
<その後はいかがですか?>「連体中に、実家
で、将来のことについて、ざっくばらんに話がで
きて、とても気分的にすっきりした。大学院進学
は無理ということになったが、就職のことも含め
て、合意ができた。公務員試験の講習を受けるこ
とや、パソコンを買うこと、そのために手伝いの
日程を調整することなどで合意ができた」<それ
は良かったね>「気分が明るくなって、イライラ
が減り、食べる量も以前より減った。吐く回数も
減った。そのためか、2 kgほど体重が増えてし
まったが、 しかたないかな、と思っている。それ
と便秘がひどくて、センナの常用量を使っている
が、すっきりでない」<家での様子は?>「実家
では、祖母が体調を壊 していたのが、びっくり。
成人式の 2次会で中学の同級生と話ができたのが
とても楽 しかった。家では、掃除をしたり、模様
替えをしたりするのが大好きなので、去年からやっ
ている。父の部屋を、私が模様替えしたのに、車
の音がうるさいからいやだ、と言って使っていな
かったので、腹がたったが、連体中は私がその部
屋を使った」<大学の方は?>「大学院へ進学を
考えていたので、勉強しなくちゃと思っていたが、
就職に心を決めたら、すこし自分に楽 しいことを
させても良いのではないかと思えるようになって
きた。後期は授業を減らそうと思っている。公務
員の講習を受けたり、バイ トしたりで、けっこう
忙 しい。友人と一緒に過ごす時間が多いので、過
食の程度は少なくなった。冷蔵庫を空っぽにして
おくようにしているが、実家からお菓子を送って
きたりするので、うれしい悩みになっている。実
家から送ってもらったものは粗末にできないと感
じるので、捨てたり、腐 らせたりできず、つい全
部食べてしまう。今はずいぶん良い状態だと思う。
夢はみないほどぐっすりと寝る」。今後 2週間に
4一度の面接とする。
[#4:X年5月21日]
<どうですか?>「調子は悪くない。過食の回
数が減り、程度も軽くなった。嫌なことがあって
過食しても、そのせいでさらに落ち込むことはな
くなった」<大学生活の方は?>「大学院をほぼ
完全にあきらめ、就職のための公務員講座を受け
ることになった。そのため、実家の手伝いも考慮
してもらえることになって、気分的に楽になった。
友人に大学院をあきらめることを話すと、賛成の
人も反対の人もいるが、自分としては一応すっき
りしたと思っている」<今の専攻を選んだ理由
は?>「中学生の頃から、天体観測などが好きで、
プラネタリウムやNHKの科学番組などが大好き
だった。高校の時T大学の体験入学に参加して、
どうしても宇宙物理学へ進みたくなった。しかし、
まわりには話が通じる人が少なく、両親は理解し
てくれず、せいぜい資格をとることくらいまでし
か分かってもらえない。姉は、自分の希望を実現
するために、壁を突破した人で、私立の美大を親
に内緒で受験して、『合格したから行かせてほし
い』と主張、かなリトラブルがあったが、結局学
費だけ親に出してもらって、生活費はアルバイト
で暮らし、卒業して広告会社へ就職した。しかし、
親の方は、一年くらい同じ愚痴ばかり言うように
なり、私が聞き役になった。自分としては、自分
の希望の道を貫きたいという気持ちはあるが、姉
と親の確執を見ていると、自分はそこまでしよう
とは思えない。大学へ入るまでは、親の言うこと
には妥協するようなふりをしながら、実際には自
分の道を進む、ということをしてきた。しかし、
ここまで来て、そうもいかなくなってしまった」
<物理学については?>「世界や宇宙の色々な複
雑なことを、すっきりとした単純とした理論や計
算式ですべて説明するということは、とても魅力
的なことで、それができたときはエネルギーが湧
いてくる。数式も自分で解けるようになると、お
もしろくなって来る。理系 (特に物理学)の世界
は、F有名になりたい』とかではなく、『自分がお
もしろければいい』という世界なのだが、それは
とても価値があると思う。しかし、そのような話
が通じる相手が女性には少ない。人文や経済系の
人とは一般的な話をすることができるが、科学的
な話は通じない。工学や理学系の人とは、科学の
話はできるが普通の話ができない。両方できるよ
うな人がいれば、とてもすてきだと思うのだが、
そういう人にはなれないし、まわりにもいない。
科学的な話は、むしろ男性とする方が話が通じる」
<とりあえずの希望は?>「今は、親の経済状態
を無視してまで、大学院に進もうとするよりは、
いったん就職して、お金をためて、学びたいこと
があれば、社会人入学してでも学べば良いのでは
ないかと思っている。働くことそのものは辛くな
い。一応卒業研究は、理論系よりも実験系の方が
将来役にたつかなあ、と思っている」。
[#5:X年5月21日]
<最近はどうですか?>「吐くことは完全には
無くなっていないが、食べたいという気持ちをコ
ントロールできるようになり、ずいぶん楽になっ
た。忙しいということも幸いしているのかも知れ
ない。今まで、F食べ吐きのことを知られてはい
けない』と思っていたのを、信頼できる人に数人
話してみたら、理解してくれたり、心配してくれ
たりという反応で、これも楽になった理由の一つ
だと思う」<中学、高校の頃のことを話してくれ
ますか?>「D県のD市の出身で、高校は地元の
進学校。中学の時、成績が良かったので、先生か
ら期待されて、色々な委員をさせられたり、生徒
会役員に立候補するようにプレッシャーをかけら
れたりした6親もそれに同調し、『親しい友人が
先に立候補を決めているからいやだ』と言ったの
に、結局押し切られて立候補したら私の方が当選
してしまい、その後気まずくなってしまった。高
校は推薦で進学校へ。その時も優等生と周囲から
見られるのがいやで、断ったりしたのだが、結局
そうなった。この頃から、夏ばてで激やせしたこ
とをきっかけに、過食嘔吐が始まった」<そうだっ
たのですか>「高校では、周囲からの圧力がかか
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るのが嫌で、できるだけ目立たないように、何も
しないように心がけた。成績が上がりすぎると、
先生や両親に知られて騒がれたり、生徒会から声
がかかったりするので、あまり成績を上げすぎな
いようにしていた。親は、良い成績をとって、運
動をして、というのを望んでいるのは分かってい
たが、クラブは剣道をやめて、美術部と調理科学
部に入った。美術部はお絵かき程度と思って入っ
たのだが、妙に評価されて、『美大へ行くの?』
とか言われるようになり、先生が 『やる以上は、
全力をあげて』という人だったので、嫌になって
調理科学部に替わった」<大学入試は?>「大学
は、親から 『薬学か医学』と言われていたので、
推薦と、前期国立は、どうしても行きたいT大
学にして、後期は絶対入れる (しかし希望の物理
ができる)C大学にした。中期と私立は、もし合
格するとそちらへ行けと言われるので、ほとんど
白紙で出した。推薦と前期落ちた時は悔しくて泣
いたが、C大学に後期で合格して本当によかった
と思っている」<ご両親は?>「両親は、どちら
も身体が弱く、父は人付き合いが悪くて、読書が
唯一の趣味で他の趣味がない。母は銀行員をして
いたので、外で友人と会っていないともたないタ
イプ。それで、母がでかけると父が怒る。姉が両
親に反抗して、自分の道を貫いて、一時は家と絶
縁状態だった。両親の期待は私に向いて、その頃
はあまり辛いと思わなかったのだが、両親の間、
両親と姉との間に入って、いつも家ではそのこと
で手一杯だったので、学校などその他のことで問
題を抱えると、すぐに限界を超えてしまい、身体
の調子を崩したりしていた。高校の時、登校に時
間がかかり、夜勉強しながらこたつでうたたねじ
ていたら、突然父が入ってきて、怒りだしてこた
つをひっくり返されたりした。また車の助手席で
話をしているとき、手を挙げられたりしたことも
ある。最近になって、従姉妹や、友人にそんな話
をするようになって、その反応から、自分の両親
はしつけにかなり厳しかったのではないかと、やっ
と理解するようになった。姉と電話で話をする時
に、『私たち、結構やばい環境だったんだよね―』
などと言い合うことがある。一方では、友人の話
を聞いたりして、自分よりずっとひどい家庭環境
の友人もいるので、まだましなほうかな、と思っ
たりもする。最近、一番うれしかったことは、両
親に旅行を勧めたら、二人で温泉旅行にいって、
出無精の父もそれなりに喜んでいた。姉に喜んで
報告したが、あまりぴんと来ていなかったようだ。
自分としては、両親のためにもなるし、自分も楽
になるし、一石二鳥だと思う」<今後のことにつ
いては?>「大学院をはっきりと断念したことで、
かなり楽になっている。就職に物理を行かせない
かということで、学芸員の資格や、両親を安心さ
せるために、英検や行政書士の資格もとるつもり
にしている。実験に関係する仕事はむりなので、
むしろ理論系の方が、良いのかなあとも思ってい
る。中学、高校時代のことを話したのは、いまま
でに一人くらいしかいないし、姉に話しても理解
してもらえなかった。最近話ができるようになっ
たのが、良いことだと思っている」。
[#6 :03.06.18]
(面接時刻を忘れていて、 1時間遅刻)<最近
はどうですか?>「調子は良い。一時体重がかな
り増えたが、特に制限することなく、運動量を増
やし、普通に食べるようにしていたら、少し落ち
着いてきて、体重も少しもどり、食事の好みもあっ
さりしたものがほしいようになってきた。食費ヘ
の出費も減ってきたし、便秘も軽くなってきた。
サークルとも足巨離をおくようになり、気が楽になっ
た。授業のうち、専門科目で興味がもてないもの
は欠席したりしている。以前は絶対に休んではだ
めだと思う方だった。少し、いいかげんになるこ
とを許せるようになってきたが、実家にいる状態
ではそれはできなかったと思う。F授業に出る以
上は、全て優をとれ』というような親だから。最
近は自分の時間も少しとれるようになり、ビデオ
やDVDを見たりしている。本も読みたいのだが、
お金がない」<実家の方はどうですか?>「家族
問題はやっぱり難しい。両親がコンビニを来年で
やめて、その後どうするか決めていないというの
6で、姉は怒っている。自分としても、両親が子供
にべったりと頼ってきそうな気配で、それは何と
か避けたいのだが、どうやって両親に気づかせよ
うかと色々考えている。姉と母の間も、もう少し
何とかしたい。母と姉は性格がよく似ているのだ
が、当人同士は絶対に認めない。お互いにお互い
の地雷を踏みあうようなことをしている。自分は
父親と性格が似ているように思う。もともと姉が
父親と近く、自分は母親と近いような構図だった
が、姉が完全に実家から距離を置いているので、
少しは改善されないと自分も困る。幸い体調も良
くなってきたので、エネルギーを蓄えて、夏休み
にじっくりと話し合いをして来ようと思っている」。
[#7:X年7月2日]
<最近はどうですか?>「嘔吐はとても減った。
一週間に一度くらい、特に週の真ん中頃に多いの
だが、朝から眠くて食欲がなく、夕方に二食兼用
のような食事をすると、夜中におなかが空いてし
まって、食べずにいられなくなる。 2時間くらい
で眠るのだが、翌朝おなかの調子が悪い。しかし、
ひどいときに比べるとずっとましで、中学の頃、
最初に過食嘔吐が始まった時と同じ程度。食費も
減らせるようになって来た。現在の体重は、49k
g。あと2 kg少ないくらいがベスト。やはり体
重は気になる。最近は本が読みたいし、ビデオや
映画が見たい」<夏休みの予定は?>「夏休みは
2週間ずつ2回に分けて帰る。それほど負担には
ならないように思う。お盆の前後は忙しいが、こ
こよりは蒸し暑さが少ないし、季節の移り変わり
がはっきりしているように思う」<自然の移り変
わりと、人間の身体が結びついていることを、自
覚することはとても大事だと思います>「本当に
そう思う。一人暮らしをしていると、特にそう感
じる。姉とも色々相談して、作戦を練っている。
コンビニやめる話とか。母と姉が結託して父を責
めるパターンになると、今度は父が持たない」
<あなたが全て責任を負う必要はない。いままで
家族の調整を一人で担ってきた自分を時々ほめて
あげて下さい>「はい。がんばります」。
[#8:X年7月16日]
<その後は?>「調子は良い。嘔吐はかなり減っ
た。身体的には自信がついてきた。気分的には、
ちょっと、あ―あという感じはある」<と言う
と?>「最近、親がまたコンビニを続けるかも知
れないと言いだし、『話が違う』と言ったら口論
になった。自分としては、親がコンビニをやめる
と言ったので、それでは学資を出し続けてもらう
のは無理だろうと考えて、大学院進学をあきらめ
たのに、『今さらそれはないだろう』という気持
ち。せっかく公務員試験をがんばろうという気持
ちになっていたのに、無気力になってしまう」<
それは無理もないね>「実家は田舎にあり、父方
の実家は造り酒屋、母方の実家は庄屋で、どちら
も旧家。そのため、周囲との関係が、今でも使用
人として他の家をみるなど、理解できないところ
があった。姉も私も成績が良かったので、狭い土
地なので周囲から何かと関心を持たれ、最悪なの
は、他の家の子供が、私達の姉妹と比較されて勉
強させられること。そのため、普通の友達だと思っ
ていた子から、全く予想外のことを言われたりす
ることがあった。そういうのがとても嫌だった。
父は、子供の頃大病をしたことがあるというので
甘やかされて育ち、本ばかり読んで、仕事をしな
いような人だった。母は名家の末娘で、性格がき
つく、しつけも厳しかった。自分では覚えていな
いが、従弟などから、『あんたのお母さん怖かっ
た』と言われることがあった。母はプライドの高
い人で、プライドの一部が子供の成績などで構成
されていて、成績や習い事などで、悪い結果にな
ろうものなら、露骨に不機嫌になるような人だっ
た。中学校のはじめまで、そういうことにはほと
んど無頓着に育ったが、中学校の後半からそれを
感じるようになり、親や周囲から距離を置くよう
になった。高校の時は、特にそれがはっきりして
いて、反抗的だったし、学校でも周囲に壁を作っ
ていた。親がコンビニを始めたのは私が14歳の頃
で、親も商売を初めてから、周囲からどう思われ
ているか、昔とは違うのだということが、少しは
過食嘔吐の大学生へのナラティブ0セラピー風心理療法
分かったようだが、あまり変わっていないように
見える。姉はもっと早くからそれに気づいていて、
激しく親に反抗した。私も今では、姉のようにす
るしかないのかな、と思うようになってきた。親
には、早く子離れして、自分たちの生活を確立し
てほしいのだが、両親の今後の生活設計には私の
ことが組み込まれているようで、『私の意見や希
望はどうなるんだ?』という感じがする。故郷は
良い意味での人間関係はほとんどなく、田舎のし
がらみが悪い形でだけ=りゝかかってくる。そんな
土地で仕事をしたくはない。しかし、親は分かっ
てくれない」<この後は?>「試験が終わったら、
とりあえず実家に帰る。お盆に姉が帰ってこない
ことになったので、私にかかる負担が多くなりそ
うだが、なんとかやっていけると思う。少なくと
も言いたいことは伝えなくては、と思っている」。
[#9:X年8月27日]
<実家はどうでしたか?>「実家では、母と姉
は比較的うまく行っているようだったが、両親が、
私に対して頼ってくる様子が見受けられて、あ―
あと思うことが多かった。もう地元に戻って就職
して、親の面倒を見ることを前提にしているよう
な話が多くて、分かってもらえない感じだった」
<最近の状態は?>「ここへ帰って来てから、週
に2回くらい過食嘔吐がある。朝10時から4時過
ぎまで公務員試験の講習を受けて、夜は予習など
をして寝るという生活だが、気力があまりでない
し、落ち込むこともあり、つい過食してしまう。
身体的にはそれほど影響が出ているというほどで
はないが、精神的にはきつく、寝ている時間が増
えた。もう一つ気の重いことがある。遠い親戚の
1学年下の男子が、中学校から不登校気味となり、
中学の時、生徒会の関係で少し面倒を見てあげた
り、相談に乗ったりしたことがある。親戚から母
を通じて話が来て、夏休みに図書館のロビーで2
時間ほど相談にのってあげたところ、その後頻回
にメールが来るようになった。その内容も、プラ
イベートなことにかかわるようなことで、ウザい!
母親に愚痴をいうと、『あなたがつきあってあげ
ないから、そうなった』というようなことを言わ
れるので、とても腹がたつ。個人的な内容のメー
ルについてはシカ トしているのだが、拒否されて
いるということが分からないようで、困っている。
知り合いに相談 しても、同情はしてくれるのだが
解決策がない。きついことを言って、具合が悪 く
なったりしても困るという不安感がある。 しかも
本家筋の関係のことなのに、父親は完全に我関せ
ずで、私たちに押 しつけている。頻回にメールが
来たりすると、本当にス トレス。 9月に帰省する
とまた会わなければいけない可能性があり、我慢
できない。母親同士とかのルー トで色々話が伝わ
る可能`性もあり、それも気が重い」<あなたとし
てもいっぱいいっぱいという感 じだね>「今、こ
こに通っていることは、親には言っていない。嘔
吐のことを少 し母親が気づいたことがあるのだが、
『病院へ行って治せ』という態度で、自分の方の
態度を変えようという気持ちはない。『あんたが、
対応を少 し変えれば、私は治るよ』と言ってやり
たい。少 し強 く言 うと、『あんたたち (私と姉)
は、いつもそうやって親を責める』と言ってひが
む。今後のことを両親と話 し合わなければならな
いという仕事もあるのに、本当に困ってしまう。」
精神的に辛そうなので、 しばらく1週間に 1度の
面接とする。
[#10:X年9月4日]
<その後はどうですか?>「親戚君の件は、そ
の後メールが来なくなったので、一応今は問題な
し。しかし、親のことで気が重 くなることが多い。
父が金銭にルーズなので、母が家のお金関係を取
り仕切っている。母は自分では買い物はずばっと
する方なのだが、周囲には金銭的なことにうるさ
く、色々口を出してくる。今回パソコンを買わな
ければならないのだが、そのことで連日ああだこ
うだと電話をして来て、そのくせ、実家でのバイ
ト料を振り込んでいないことに腹が立って、けん
かになった。お金は振り込まれて来たが、その後、
母の方がすねてしまったようだ。こっちもいらい
らするが、最近は無茶食いにはならず、妙に眠く
8なって寝てしまう。睡眠時間が10時間を超えてい
る」<そうですか。夢は見ませんか?>「夢は夜
は見ないのだが、昼は見て、あまり覚えていない
が、夢の中でも母と口論をしているようだ。現実
には80%押さえているのだが、夢の中では派手に
腹をたてているようだ」<夢の中では喧嘩できて
いる>「母は4人兄弟の末っ子で、長男はおとな
しい人だが、 2人の姉を含む3姉妹は、気が強 く
て、理屈もたつほうで、とても怖い存在。逃げ道
を全部塞いでから相手を倒 しに行 くようなタイプ
で、けんかして勝てそうな相手ではない。親族の
中では、男性で強い人はあまりおらず、女性だけ
が強い。中学時代、金八先生のようなタイプの教
師がいて、何かと目をかけてくれたのだが、大嫌
いだった。その先生のために、自分の実際とは違
うイメージ (努力家で勉強も良 くする子)が作り
上げられてしまった。『おまえならできる』など
と言われて、生徒会の役員に無理に立候補させら
れたりして、嫌なことがたくさんあった。母は今
でも良い担任だと思っているようで、私自身のイ
メージのことについて、この間も言い争いをした
が、途中で母が遮断 してしまった。『本当の私は
そんなイメージとは違う』と言っても分かっても
らえない。『おまえは、本当はもっと上にいける
はずだった』などと言われるが、そういうこと言
われても困る。特に就職については、親の意向を
考えて希望を断念 したのに、母親は 『ほ―らやっ
ぱり』と思っているところがある。私はこの大学
は理論物理学ではレベルも高いし、良い大学だと
思っているのだが、母親はそう思っていない。最
近は説明するだけでも疲れる。親に精神的に大人
になってほしいのだが、変わってくれそうもない。
姉は姉で、距離をとっているし、本当の味方になっ
てくれる人がいない。ちょっと精神的に辛いです」。
[#11:X年9月18日]
<その後はどうですか?>「姉と電話で 1時間
くらい話をして、言いたいことを言えて、かなり
救われた気がした。姉は、自分にはできないこと
ができる人だが、自分は、親を切り捨ててまで、
自分のしたいことをやり抜くということはできず、
あくまでも調整していくのが、自分の本性のよう
に思う。それでも、姉に、『おまえのやりたいよ
うにやれ、応援する』と言ってもらえて、ずいぶ
ん楽になった。その後、母からシフトの連絡が来
たが、かなり冷静に対応できて、これなら、家に
帰ってもなんとかなるかな、と思えるようになっ
た。気分的には、かなり良くなったが、体調はあ
まり改善せず、アレルギーや痒みが出没する。親
戚君からは一度だけ住所変更のメールが来たが、
しつこい内容ではないので、まあ少しは変わった
な、と思えた。最近夢をよく見る。母と言い争う
夢はなくなった。友人達が出てくるような、穏や
かな夢が多い。富山の友人達と、車に乗って (本
当は車を持っていない友人が運転していた)、海
岸へ行って、友人達が波打ち際で遊んでいるのを、
日陰に寝そべって眺めているような夢」。
「人間というものは、親以外の性格にはなれな
いものだろうか。父と母が仲良くして、自立して
くれるのが私の望み。でも、自分も、父と母の性
格を受け継いでいるのがよく分かる。姉は母と性
格がよく似ている。自分は父親似。母は猫型で父
は大型。外見的には、母、私、姉、父、と並ぶ。
しかし、性格的には、父と私、母と姉が近い。母
と姉は、戦闘タイプで、徹底的に相手を攻撃する
が、分かり合えないと思うと、完全に無視する」
<サイヤ人みたいだね>「そうそう! その通り。
友人にもそう言った (笑)。サイヤ人のような狩
猟民族タイプ。父は、自分からは何もしない人。
私は仲を取り持とうとする。父と私は農耕民族型
だ」<じゃあ、あなたはナメック星人。ナメック
星人は、戦闘タイプから長老まで、多彩>「父は
なにもしないナメック星人。祖母もナメック星人
だが、お嬢様そだちなので。・(笑)」<パーティー
をくんで、ラスボスを倒すというのが良いのだろ
うが ・・>「うちの家族は戦士が2人で、お互い
にけんかばかりしている。父は僧侶で、私は魔法
使い、いや商人かな」<商人から転職した魔法使
いというところかな>「戦±2人が協力してくれ
れば、ラスボスを倒せるのだが、難しい」<真実
過食嘔吐の大学生へのナラティブ0セラピー風心理療法
の鏡でも見せたら?>「見る前に割ってしまうと
思う (笑)」<あとは、 フュージョンするしかな
いね>「誰がゴテンで誰がトランクスかも分から
ない (笑)」「こういう話ができると楽しい。自分
はわりとその場をしのぐためにはなんでもすると
ころがあって、それを見抜く人から見ると腹がた
つらしい。姉には良く見抜かれる。でもそれが私
の性格。家に帰ってもなんとかやっていけそうな
気がしている」次回、10月に入ったら連絡しても
らうことにする
[#12:X年10月16日]
(前の週に、『食べたい、でもやせたい』の本
を返しに来て、今回の面接を予約)。
<どうでしたか?>「実家へ帰って、自分の気
持ちをはっきりと説明して、今後は長期の休みに
実家の手伝いに帰省しなくとも良い、という約束
を取り付けてきた。それで、かなりすっきりでき
た。それ以外の状況はあまり変わらないのだが、
かなり精神的に楽になれた。実家では、バイトは
しっかりやって、友人と楽しむこともしっかりやっ
てきた」<それは良かった。その後はどうです
か?>「富山へ帰ってからは、過食嘔吐はほとん
ど無く,食べる量はとても減ったが、睡眠時間が
多いのだけは続いている。食べる量が変わらず、
運動しないで、寝る時間が増えたので、体重が少
し増えてきているが、気分的に揺すぶられる度合
いは以前に比べると格段に減った。自分の中では
50k gまでは許せると思っている (身長は163cm)。
夢を見た」。
夢 :美容院へ行って、かわいい髪型 (どんな髪型
かははっきりしない)にして、みんなにほめても
らえるのを期待してアルバイトヘ行ったら、先輩
(ズバリとものを言う人)から、「な―に、それ !」
という感じで言われて、ちょっとへこんでいる。
連想 :実際には美容院には行っていない6前の晩
にヘアスタイルの雑誌などを読んでいたのが影響
しているかもしれない。自分では、他の友人なら
分かってくれるのではないかという想いがある。
その先輩は嫌いではないし、現実に顔を合わせて
も問題はない。
<今後どうしていきましょうか?>「後期は授
業は少 く、実習中心で、あいた時間は公務員の勉
強をしようと思っている。サークルも秋で引退だ
し、 4年になると、卒業研究だけになり、就職活
動と公務員試験に力を入れたい。D県での就職だ
と範囲が限られるし、転勤の可能性などもあるの
で、今のところまだはっきりしない点 もある。理
論のコースを選ぶか、実験を選ぶかも迷っている。
かなり、症状も、気分も落ち着いて来たので、面
接はいったん終結として、必要な時に再来室とい
うことにしたい」<それで良いと思います。ここ
へ通ってみての感想は?>「4月にここへ来た時
はかなり辛かったが、半年の間に、色々なことが
整理できて、良かったと思う。また、問題が起こ
ることがあっても、そのときはそのときでまたやっ
ていけば良いと思える」
面接は12回で終結 し、Aさ んは再度来室する
ことはなく、卒業研究を終了 して無事卒業 した。
4.考察 :
1)神経性過食症の病態仮説
神経性過食症の病態は、現在のところ必ずしも
全て明らかになっているわけではない。 しかしな
がら、臨床上幾つかの重要なポイントについては、
ほぼ合意が得られている。それを列挙するならば、
1)過食 ・嘔吐という行動には、不快な情動 (ス
トレス)に対するコーピングという側面が明らか
に認められる。つまり、過食 ・嘔吐という行動は、
一種の自己治療的側面を持っている。 2)過食 ・
嘔吐という行動には、悪循環を誘発するという特
徴がある。つまり、不快な情動→過食 ・嘔吐によ
る一過性の軽減→自己嫌悪による不快な情動の増
悪→過食 0嘔吐の反復、というような悪循環であ
る。 したがって、過食 ・嘔吐という行動には、自
己強化的な側面がある。 3)不快な情動を通 じて、
過食 ・嘔吐を誘発 し、強化する根底に、認知面に
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おける一定の特徴が認められ、その中核として完
全主義的傾向、非論理的信念 (irrational belief)
が関与 していることが多い。 4)やせ願望、肥満
恐怖が、過食 ・嘔吐行動の強化に強い関連をもっ
ている。この体重や体型についての認知の歪みは、
社会文化的な表象 (マスコミによるやせ体型の礼
賛など)に強い関連がある。 5)社会的相互交流、
特に家族間における交流のパターンが、過食 ・嘔
吐を巡る悪循環の形成に、重要な役割を担ってい
ることが多 く、交流のパターンを変化させること
は、治療的に働 くことが多い。
上記のように、複数の要因や文脈の複雑なネッ
トワークによって、BNの病態は成り立っている
と考えられ、それゆえに、BNへの治療的介入に
は、複数の戦略があり得るし、個々のクライエン
トの特徴に応 じて、複数の介入、あるいは複数を
組み合わせた介入が有効であることは驚 くには当
たらない。
Aさんの場合、上記のような重要な要因のうち
でどれが特に重要であるかは簡単には言えないが、
体重、体型についての認知の歪みは、それほど強
いとは思えず、過食 0嘔吐行動そのものによる、
反復強化的悪循環も深刻なほどではないと感 じら
れた。もちろん、これらの側面に対 して、悪循環
を増強させないような慎重な配慮は重要であり、
面接の初期には、セルフ・マネージメントのマニュ
アルである、「食べたい、でもやせたい」(6)を読
んでもらうなどの、認知面に対する適切な働きか
けを心がけた。 しかし、Aさんの語りからすぐに
明らかになったことは、Aさんの実家の人間関係
が、Aさんが感 じる情動ス トレスのうちの重要な
部分を占めていることであった。 ここでは、「A
さんのス トレス」ということばを、ラザルスの定
義 (7)にしたがって、Aさんという主体が環境と
の相互交流を行う時に体験する出来事の 「関係的
意味:relational meaning」と相関 して生 じる
「情動:emOtion」そのものと定義する。 したがっ
て、Aさんの 「家族関係におけるス トレス」とは、
主として家族との交流において生 じるAさんの情
動そのものであり、これはAさんという主体と家
族という環境との 「関係的意味」によって変わる。
ラザルスによれば、このような 「ある特定の情動」
をもたらすような 「関係的意味」を構成するもの
は、「物語のプロトタイプ」として把握すること
が可能である。これを言い換えれば、「Aさんに
とっての家族物語」がどのようなタイプのもので
あるか、ということが、Aさんと家族との交流、
言い換えれば、家族が重要な役割を果たす世界に
おける 「世界内存在」としてのAさんの情動体験
に決定的な役割を果たすということである。そし
て、このような 「情動体験のパターン」は、過食 0
嘔吐行動というコーピングを誘発し、このコーピ
ング自体が状況を強化するというプロセスを進行
させる。したがって、「Aさんの家族物語」が、
対話においてどのように変容していくか、という
問題が、Aさんの治療において決定的に重要な役
割を果たすであろうということが想像される。
2)家族物語の変容過程
以下に、Aさんの家族物語の変容の過程を、面
接経過におけるAさんの語りと、治療者の対話の
中に跡づけてみたいと思う。
まず、#1において、すでに、Aさんは 「大学
へ入学してから、過食 ・嘔吐は減少し、安定して
いたが、実家へ帰ると過食 ・嘔吐をしてしまう」
と述べていることからも、Aさんにとっての情動
ストレスの最も大きい影響因が、実家における家
族との交流にあることは明らかであった。その内
容については、面接が重ねられるにつれて、具体
的に繰り返し語られていくことになる。例えば、
その一うは 「両親が夫婦として精神的に自立して
いないこと」であり、そのために 「私自身の人生
が、両親の将来の中に組み入れられてしまってい
ると感じられる」ことである。「父母がけんかす
ると、母はすねてハンストしてしまい」「家族内
で私しかメッセンジャー役がいなくなってしまう」
といった体験が語られ、Aさんは、家族内で常に
「調整役を強いられてきた」ことが、繰り返し語
られた。
一方で、Aさんは、成長にしたがい、家族から
過食嘔吐の大学生へのナラティブ・セラピー風心理療法
の期待や投影によるイメージから自由になりたい
という、自分自身の意志 ・希望を育てて来た。そ
の主たるものは、「宇宙物理学に対する憧れ」と
して表現されていたが、その根底には、両親 (特
に母親)の過剰な期待に合わせる自分ではなく、
本当の自分を育てるという意志があったと思われ
る。
このような家族の中で、早くから自分の意志を
貫く傾向を発揮したのはAさんの姉であった。
「姉は、自分の希望を実現するために、壁を突破
した人」 しかし、その結果、「親の方は、一年く
らい同じ愚痴ばかり言うようになり、私が聞き役
になった」と、Aさんは結局は再び F調整役を強
いられる」ことになってしまった。
Aさんが、このような家族の中で、自分自身を
保つために採用してきた方略は 「親の言うことに
は妥協するような遮ゝりをしながら、実際には自分
の道を進む」ということだった。中学、高校と、
「優等生」だったAさんは、母や担任の教師から、
自分が感じる以上の評価を受けており、「中学の
時、成績が良かったので、先生から期待されて、
色々な委員をさせられたり、生徒会役員に立候補
するようにプレッシャーをかけられたりした」。
その結果、友人と気まずくなったりした。Aさん
にとってもっともストレスだったのは、自己イメー
ジを越えて 「優等生」だと他人から見られること
で、過食 ・嘔吐が始まったのもこの頃だった。A
さんは、「実力以上に評価される」ことを避ける
ために、「ペルソナ」を被り、その 「ペルソナ」
を被り続けることに限界を感じていた。しかし、
一方では、大学院進学の夢をあきらめ、資格を取っ
たり、就職に備えることが母親の期待に応えるこ
ととそれを裏切ることのアンビバレンスにも悩ま
されていた。
Aさんの語りは、現在の家族関係のみならず、
自身の生育歴を含む家族の歴史、さらにはそれを
包み込む故郷の社会や歴史という大きなコンテク
ストヘと発展していった。またその歴史は、祖父
母の時代にまで逆登るもので、 3世代以上に渡る
壮大な物語を含むものであったもしかし、Aさん
は自身と家族を包み込む歴史物語全体を、自分に
とってしっくりする一つの秩序を持つ物語として
語るには至っていなかった。#9, #10の面接
では、物語をまとめきれないAさんの苦悩が表現
されている。Aさんは、それまで体験したことの
ない、母との激しい口論を、夢の中で体験してい
る。それまで、治療者との対話においてさえも、
できるかぎり治療者を失望させないようにと配慮
を続けて来たと思われるAさんが、#10におい
て 「ちょっと精神的に辛いです」と、率直に語っ
ている。
3)ハイコンテクストな対話と物語生成
そして、このような苦悩を経て、#11の面接
において、Aさんと治療者は極めてユニークな対
話をすることになる。その対話は、「人間という
ものは、親以外の性格にはなれないものだろうか」
というAさんの独自で始まった。「父と母が仲良
くして、自立してくれるのが私の望み。でも、自
分も、父と母の性格を受け継いでいるのがよく分
かる。姉は母と性格がよく似ている。自分は父親
似。母は猫型で父は大型。外見的には、母、私、
姉、父、と並ぶ。しかし、性格的には、父と私、
母と姉が近い。母と姉は、戦闘タイプで、徹底的
に相手を攻撃するが、分かり合えないと思うと、
完全に無視する」と、Aさんは、家族間の関係を、
豊かな比喩を用いながら、しみじみと語り始めた。
Aさんが用いた 「戦闘タイプ」というキーワー
ドに、治療者は触発されるところがあり、思わず、
<サイヤ人みたいだね>という言葉が口をついて
出た。この言葉に対するAさんの反応は、間髪を
入れない、非常に生き生きとしたものであった。
「そうそう! その通り。友人にもそう言った (笑)。
サイヤ人のような狩猟民族タイプ。父は、自分か
らは何もしない人。私は仲を取り持とうとする。
父と私は農耕民族型だ」8Aさんは、自分と家族
の関係、家族同士の関係を、治療者が投げ込んだ
「ドラゴン・ボールのメタファー」を用いて、生
き生きと語り始めた。
#11の面接の冒頭でAさんは、「姉から 『お
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まえのやりたいようにやれ、応援する』と言って
もらえて、ずいぶん楽になった」と語った。その
エネルギーに呼応するように、治療者は、<じゃ
あ、あなたはナメック星人。ナメック星人は、戦
闘タイプから長老まで、多彩>という語りを誘発
され、さらにAさんは、「父はなにもしないナメッ
ク星人。祖母もナメック星人だが、お嬢様そだち
なので ・・ (笑)」と続け、とてもうれしそうに
笑 ったのが印象的だった。 ここで、治療者は、
「ドラゴン・ボール」から、「ドラゴン・クエスト」
へと、物語のコンテクストを変換する。<パーティー
をくんで、ラスボスを倒すというのが良いのだろ
うが 00> すると、Aさんは間髪を入れずに、
以下のように物語を発展させる。「うちの家族は
戦士が 2人で、お互いにけんかばかりしている。
父は僧侶で、私は魔法使い、いや商人かな」<商
人から転職 した魔法使いというところかな>。こ
こでは、父、母、姉、Aさんの4人家族が、いつ
のまにか、 4人で協力 して魔王を倒す協同的な集
団イメージヘと変容 している。「戦± 2人が協力
してくれれば、ラスボスを倒せるのだが、難 しい」
<真実の鏡でも見せたら?>「見る前に割ってし
まうと思 う (笑)」という、 ドラゴン・クエス ト
のコンテクス トを、治療者とAさんは嬉々として
共有 しながら、話は発展 していく。最後に、治療
者はもう一度、<あとは、フュージョンするしか
ないね>と語ることによって、 コンテクス トを
「ドラゴン0ボール」に戻すが、 これにもAさん
は易々と 「誰がゴテンで誰が トランクスかも分か
らない (笑)」と応 じる。
いったい、この対話は何をしているのだろうか。
Aさんは、現実 (と感 じられている)の家族関係
を語っているように見えながら、同時に 「ドラゴ
ン・ボール」や 「ドラゴン・クエス ト」の非現実
的 (集合的)物語が語 られている。ここで、重要
なことが 2つある、「ドラゴン・ボール」や 「ド
ラゴン・クエス ト」の物語は、Aさんにとっては、
自分が成長 していく過程において、現実の人生の
物語を生きていく上での 「物語の鋳型」を提供す
るものであろうということである。おそらく、こ
ういった、「範例的な物語」は、音であれば、宗
教説話や、民話がその役を担っていたのであろう。
しかし、現代の若者にはそういう意味での所与の
範例的な物語は存在しない。それに変わる範例的
な物語は、彼らが物心ついた時には、すでに世界
を構成していた 「ドラゴン・ボール」や 「ドラゴ
ン・クエスト」の物語なのである。
このセッションでの奇妙な二重に進行する対話
は、Aさんにとっては単なる雑談以上の意味を持っ
ていたと思われる。Aさんはこう語っている。
「こういう話ができると楽しい。自分はわりとそ
の場をしのぐためにはなんでもするところがあっ
て、それを見抜く人から見ると腹がたつらしい。
姉には良く見抜かれる。でもそれが私の性格。家
に帰ってもなんとかやっていけそうな気がしてい
る」。ここで、Aさんは、歴史性を有する複雑に
絡み合ったな家族物語を整理し、自分自身の役割
をきっちりと肯定できる物語を構築し得たと言え
る。そのためには、鋳型となる物語が必要であっ
た。そして、比喩的に言うならば、Aさんは一人
の商人/魔法使いとして、狂戦士である姉や母と
共闘する役割をきちんと自分のものにしたのであ
ろう。そうすることによって、Aさんの家族は、
その中で互いが相争う集団ではなく、協力しなが
ら世界を救済するパーティー (協同集団)となる
のである。その中では、父も母も姉もAさんも、
自分の居るべき場所を与えられる。そのような物
語の再構築をAさんは成し遂げたのではないかと
思われる。
上記のような、奇妙な二重対話が治療的な意味
を発揮するために、治療者の存在はどのような役
割を果たしたのだろうか? Aさんとの対話の中
で、治療者は自分自身の治療者という役割から自
由になり、自身の心の赴くままに、二重対話を楽
しんだ。そこでは、「これはドラゴン0ボー ルの
話です」とか 「これはドラゴン・クエストの例え
です」といった、メッセージは言語的には全く発
せられていない。つまり、二人の間で交わされた
会話のテクストは、隠された共通のコンテクスト
を共有する謎めいた会話であり、Aさんと治療者
過食嘔吐の大学生へのナラティブ・セラピー風心理療法
は、その隠されたコンテクストを易々と共同構成
した。それは、二人の依って立つ世界の発見であ
るとともに創造の体験であった。もちろん、この
ようなハイコンテクストな対話は、近年のいわゆ
る 「おたく」的な人々の会話には頻繁に見られる
ものである(8)。しかし、ここまでの面接におけ
る関係性の蓄積の上で、このような、「コンテク
ストの探索と共同創成」の作業は、治療者とクラ
イエントの関係を強化するとともに、クライエン
トにとっては、「私の世界は他者と共有されてい
る」という感覚を強化するものと思われる。この
両者の関係は、互いに向き合う2者関係ではなく、
話題を共有しつつコンテクストを共有する横並び
の関係である。このような関係は、極めて治療的
であると同時に、濃密な転移―逆転移関係に陥る
危険性の少ない安定した関係であると思われる。
最終回#12では、面接経過中唯一と言って良い
夢が報告された。Aさんは、美容院へ行って、髪
型を変える。髪型を変えるという行為は、象徴的
には 「頭を整理する」行為である。その髪型は可
愛いとAさんは感じており、みんなにほめてもら
えるのを期待している。しかし、残念ながら先輩
からは 「な―に、それ !」と呆れられてしまう。
しかし、この先輩はAさんにとってはズバリとも
のを言ってくれる人で、夢の中でのAさんは傷つ
いてはいない。Aさんが整理した 「物語」は、完
成した 「正しい物語」でもなければ、最終的に得
られた 「結論」でもない。それは、常に新しく生
成し、変化し続けるプロセスなのであろう。
最終回の面接でAさんは以下のように語った。
「4月にここへ来た時はかなり辛かったが、半年
の間に、色々なことが整理できて、良かったと思
う。また、問題が起こることがあっても、そのと
きはそのときでまたやっていけば良いと思える」。
これは、今回の治療がAさんにとってどういう意
味を持っていたかを適切に表現している語りであっ
たと思われる。
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